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令和８年度 事業計画 

（令和８年４月１日～令和９年３月３１日） 

公益財団法人運行管理者試験センター 

１．運行管理者試験

の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．ＣＢＴ方式による試験導入の経緯 

（１）新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、令和元年度第２回

試験（筆記試験）の中止、令和２年度には感染防止対策の実施に伴う

経費が大幅に増大するなどの影響を受けた。 

このため、国土交通省においては、大規模会場で行う筆記試験に比べて感染

拡大リスクの低減、経費の抑制が見込まれる新たなコンピュータを用い

た ＣＢＴ（Computer Based Testing）方式による試験（以下「ＣＢ

Ｔ 試験」という。）を導入すべく令和２年１０月に省令を改正し、試

験実施方法の抜本的な見直しを図った。これに伴い、当試験センター

では、令和２年度第２回試験からＣＢＴ試験を一部導入した。 

（２）ＣＢＴ試験については、一定の試験期間において受験者が全国各地

に設けられた小規模試験会場と受験希望日時を選択して受験する方式であ

るため、受験者の利便性においても優れている利点があることから、令

和３年度から全面的に同試験による実施に移行した。 

２．ＣＢＴ試験の実施 

（１）令和８年度においては、令和７年度に引き続き、全国の試験会場に

おいてＣＢＴ試験を２回実施する。なお、身体障害者等特別な事情によ

りＣＢＴ試験を受験することができない者に対しては、筆記試験を含

む適切な方法により別途対処する。 

① 第１回運行管理者試験（貨物、旅客）については、試験期間を令

和８年８月上旬から令和８年９月上旬までの概ね１ヵ月間とす

る。 

② 第２回運行管理者試験（貨物、旅客）については、試験期間を

令和９年２月中旬から令和９年３月中旬までの概ね１ヵ月間とす

る。 

（２）試験の実施に当たっては、運行管理者試験委員会を開催し、試験の

合格基準、出題方針等について審議を行う。また、適正な試験問題の

作成に資するため、運行管理者試験問題検討委員会において、試験問

題（原案）の審議を行う。 

（３）試験結果については、試験結果発表日に受験者へ試験結果通知書

を郵送する。また、試験結果通知書が受験者に到達するまでの間の試験結

果の確認に係る受験者の利便を考慮し、当試験センターのホームページ

において、受験者自らが試験結果を検索できるよう措置するとともに、合

格者受験番号を掲載する。 
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２．運行管理者試験

の広報・案内等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．運行管理者試験

の円滑な実施、

利用者の利便性

の向上及び試験

の適正化等の取

組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 運行管理者試験実施等に関する利用者への広報・案内等の実施 

（１）各回の試験毎に試験実施に係る公示を作成し、行政機関及び関係

団体等を通じて広く広報する。 

（２）試験に関する電話照会等への対応については、オペレータを配置す

るほか、自動音声（３６５日２４時間対応）による案内サービスを

提供する。 

（３）パソコン及びスマートフォンに対応したホームページを活用し、

次の情報を利用者に提供する。 

① 試験実施に係る公示及び受験申請手続等 

②  申請者配布番号 

③  試験結果（合否）検索、合格者受験番号 

④  試験問題の出題例 

⑤  試験の実施状況 

１．運行管理者試験の円滑な実施及び利用者の利便性の向上 

（１）ＣＢＴ試験の円滑な実施 

① ＣＢＴ試験の申請方法については、当試験センターのホームページ

上からインターネットにより申請システムにアクセスし、受験申

請、試験会場予約を行う方式であり、受験者の中にはパソコン等

の操作に不慣れな者が見受けられるため、引き続き、受験申請方

法、試験方法等の受験者が必要とする情報について、ホームペー

ジ等を活用して周知、案内する。また、アンケート調査を実施し、

受験者からの意見等を踏まえて、必要に応じて関連システムの改

修を検討するなど、一層の利便性の向上に努める。 

② 「電子申請・試験管理システム」を適切に運用し、効率的に業

務を行うとともに、更なる業務の効率化を目指して、同システム

の再構築も視野に入れて、操作性、安定性等の機能向上に必要な

検討を行う。 

２．ＣＢＴ試験の適正化等への取組 

（１）試験センターは、ＣＢＴ 試験における不正行為（カンニング等）

の防止を図るとともに、受験者間の公平性の確保を図り、厳正かつ適正

に試験を実施するため、「運行管理者試験事務規程」等に基づき、次の

ような措置を講じるとともに、試験の運営に当たる委託事業者の指

導・監督に努める。 

＜不正行為の防止＞ 

① 受付時の厳格な本人確認 

② 試験中の厳重な監督 

＜公平性等の確保＞ 

③ 試験問題の試験室外への持ち出し及び他者への開示（漏えい）

禁止 

④ 適切なセキュリティ対策が施された通信回線の使用 
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４．運行管理者試験

合格者の「運行管

理者資格者証」取

得のための支援事

業 

５．評議員会及び理

事会等の開催 

⑤ 確実な点検等による通信機器障害等の未然防止、及び万一障

害が発生した場合の早期復旧措置

（２）試験会場調査等の実施 

① 全国約２００か所設置している試験会場のうち１０か所程度

について、運営状況に係る現地調査を実施し、「運行管理者試

験事務規程」等に基づき試験が適正に実施されていることを確

認する。

② 離島等に在住する受験者については、本県に所在する試験会

場に赴き受験している等の実態が少なからずあることを踏ま

え、ある程度の受験需要が見込まれる離島等については、試験

の適正実施の可否、受験者の交通利便に係る負担軽減の観点か

ら、試験会場の開拓調査を実施する。

３．運行管理者試験の問題作成の高度化、効率化のための取組 

一定の期間において試験を実施するＣＢＴ試験については、受験者

間の公平性を確保するため同時に複数の試験問題を用意する必要がある

ことから、 令和７年度に構築したＣＢＴ試験の問題作成に適したより

高度な機能を有するシステムを活用して効率的な試験問題の作成に取

り組む。 

○ 運行管理者試験合格者が運行管理者資格者証を確実に取得するための申

請手続の支援

運行管理者試験合格後３ヶ月の期限内に合格者が行う各運輸支局への

運行管理者資格者証の交付申請手続を支援する事業（定款変更により令

和元年度に事業化）について、合格者の失念防止及び申請手続の負担軽

減を図る観点から、引き続き、確実な実施と合格者の利便性の向上に努

める。 

○ 評議員会、理事会の開催関係

定款に基づき、評議員会及び理事会を開催する。なお、定時評議員会

及び通常理事会の他、緊急に審議事項等が発生した場合は、臨時の評議

員会及び理事会を開催する。 
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６．運行管理者試験

センターのガバナ

ンス体制 

○ 持続的かつ適正な運行管理者試験の実施・運営、受験者への適正かつ厳

正、公平な試験事務の提供 

試験センターが持続的かつ適正に運行管理者試験を実施・運営し、受験

者に対して適正かつ厳正、公平な試験事務を提供するための体制は以下の

とおり。 

 

公益財団法人運行管理者試験センターのガバナンス体制 

 

 


